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目的 FDG-PET の治療における有用性を評価する 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究および症例対照研究 
セッティング 3 つの University Medical Centre 

対象者 1992 年から 2004 年までのあいだに FDG-PET をおこなった 257 人

対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 3 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ 22 ） 

介入（要因曝露） FDG-PET 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 治療の変更 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

2  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

257 人中 56 人（21.8％）は FDG-PET の結果によって Stage が上が

った。この 56 人のうち 30 人で治療が変更となった。 
257 人中 44 人は治療が変更となった。44 人中真陽性が 33 人、偽陽

性が 3 人、真陰性が 3 人、偽陰性が 5 人であった。外科治療から全

身療法に変更となったケースが多かった。6 人が外科両方から無治療

（経過観察）となり、5 人が無治療（経過観察）から全身療法へ変更

となった。 

結論 

FDG-PET は特に stageⅢの患者における転移発見に有用な検査で、

外科療法か全身療法かの選択に有用である。 
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